
～夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故をなくそう～

視認性の悪い夜間における交通死亡事故など重大事故の発生が後を

絶ちません。そこで、夜間におけるドライバーの視認性を向上させ、歩行

者などとの交通事故を防止するため、対向車や先行車がいない場合は

ハイビームを効果的に活用しましょう。

また、夕暮れ時にも交通事故は多く発生しますので早めにライトを点

灯し、自分の車の存在を周囲に知らせるようにしましょう。

歩行者は、夕暮れ時の時間帯以降に外出する際

は反射材を身につけ、ドライバーに自身の存在を

アピールし、交通事故防止に努めましょう。

形原交番管内では、住人が就寝中に、無施錠のドア等から侵入し金品を盗む忍込み被害が発

生しました。外出時だけでなく在宅時においても、すべての窓や扉を施錠しておくようにしま

しょう。また、補助錠やセンサーライト等の防犯グッズを活用することも防犯対策として効果的

です。
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